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要旨
平成 29 年の学習指導要領改訂で, 図画工作科は方向性は堅持しつつ, 資質, 能力の観点から目標や内容を整理して, 授
業改善に資するようにすることが, 大きな柱となった. 今回の改訂では ｢何をするのか｣ から ｢何ができるようになるか｣
に力点が置かれた. これを図画工作科の中で読み違えると技能を身に付けることが優先され, 作品主義の再来を招く恐れが
ある. それを打開する手立てとして筆者らは, ｢造形遊び｣ に着目した. 先行研究から造形遊びの意義を捉えなおし, 導入
から 40 年を経てなお教科の中に定着したとはいいがたい造形遊びにこそ ｢主体的対話的学び｣ があることを確認した. 素
材を体験する, 遊びの中に入り込む造形遊びの実践こそ, 現在の児童たちに必要な体験であると考えた. 筆者は教員養成課
程の教科研究の授業の中で, 様々な条件を設けた ｢造形遊び｣ を考案し実践した. 学生からの振り返りをもとに考察し, 体
験することの意義, 素材の制限から生まれる創造性により, ｢造形遊び｣ の重要性を明らかにした.
論 文
た. 平成 29 年 3 月に改訂された学習指導要領図画工作
科の目標の構成を整理・確認し, その中で ｢主体的・対
話的で深い学び｣ のより現実的な実現の手立てとして,
図画工作科の内容にある ｢造形遊び｣ に着目した. 先行
研究から図画工作科に ｢造形遊び｣ が導入されるように
なった経緯, 導入から 40 年を経て未だに小学校現場に
おいて ｢造形遊び｣ が浸透していない現状などを確認し




小学校現場では, その ｢造形遊び｣ の経験不足, 理解不
足によって敬遠され浸透していない現状がある. 本稿で





基づき図画工作の ｢造形遊び｣ の題材づくり, 指導の手
立ての一助になることを目的とする.
Ⅱ 改訂ポイントに基づく ｢造形遊び｣ の授業
実践を考える
学習指導要領の, ｢第 3 指導計画の作成と内容の取
扱い 1 (2) 第 2 の各学年の内容の 『A表現』 と 『B鑑
賞』 の指導については相互の関連を図ること. 以下省略｣,
に着目すると, ｢造形遊び｣ は, ｢表現｣ と ｢鑑賞｣ が交
互に作用する活動であることがわかる. その際にポイン
トとなるのは, 共同作業による対話である. 筆者は, こ
のキーワードに則した活動は, ｢造形遊び｣ が最も適し
ていると考える. 学習指導要領の改訂ポイントに基づき,















が指摘したことは, ｢遊びなおし｣ 体験が, ｢造形遊び｣
を授業で取り組むきっかけになるというものだ. つまり




が ｢造形遊び｣ を楽しむ実践を行っている4). 同様に教
員を目指す学生たちも, まず自分たちが ｢造形遊び｣ を
体験し, 遊びの中に入ることが理解への近道と考える.
2 遊び＝学びとなる ｢造形遊び｣























く活動である. ｢鑑賞｣ して対話のなかから, 新しい
｢表現｣ が生まれることがふさわしい. また, どの教師







ので遊ぶ経験は ｢A表現｣ と ｢B鑑賞｣ が互いに関連
しながら, 子どもたちの発想力を育む活動になるといえ
る. また, 素材に触れることは, 素材と対話することで









うに考案した. 大学生が ｢造形遊び｣ を楽しみ, 小学校
での図画工作の実践の題材として参考となることを目的


















る. 例えば, やわらかい, 壊れやすい, 時間で乾燥や硬
化してしまうなどの不自由さを, 試行錯誤する楽しさと
感じる取り組みと捉えられるようにしたい. 紙であれば,
















よいだろう. 具体的に言えば, 新聞紙や画用紙, ビニー
ル袋, プラスティックの空き容器, 土粘土など, 数や量























1) グループ 4 人ひと組になりテーブルを向かい合わ
せに着席する.




4) 画用紙の帯は, 折る, 曲げる, 切る (手やハサミ
を用いて), 重ねる, どのように加工してもよい.






答を得た. (写真 1. 2. 3)
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学生のコメント (2017 年 1 月 27 日)











学生のコメント (2018 年 8 月 9 日)














学生のコメント (2017 年 8 月 23 日)




































導者になり課題を達成することができた. (写真 4. 5)
Ⅴ 考察と今後の展開
学生を対象とした ｢造形遊び｣ の実践として, 画用紙
のタワー, リリアン編みを行った. いずれも協同で構造
物をつくるという遊びを通して, 学生自身が遊びとして
楽しむ姿が見られた. 今回実践した ｢造形遊び｣ の中に,
先に提示したねらいと重なる部分も見られた.
1 競う
画用紙の ｢造形遊び｣ では, より高くを競うことで様々
な構造物ができた. その中で, 別のグループをまねるこ
とをお互いよしとして活動している姿, コメントが確認





学習指導要領, 内容の取扱いのポイントと解説 (5) 各





















写真 4 写真 5
活動において互いのよさや個性などを認め尊重し合うよ






















と考えられる. これは, 学習指導要領, 中学年の内容




















矢野 (2006) は, ｢意味が躍動する生とは何か｣6) の中
で, 子どもが遊びの中で入り込み遊びの世界と自分が一
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